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日本の心理学関 における 年 の性行動に関す

る研 の動向と  
年 性の性行動の特 に して 

 
 子 お の 子大学大学院 間文化 学研  

 一  お の 子大学 研 院 

 
要約 

本研 では 年 の性行動について日本の心理学関 における 見を 観し その や課題につい

て べ さらに 性行動について新たな 相が られた 年 性の性行動に して考 する。81 本の

論文を とし 生と性教育 や と性 力 の 4 に け それ れの

について考 した。その 性行動について 題にするということそのものに が 在することや

性行動が特有の文化的な を つこと 性行動の 後に性 が 在すること 性行動を 性と 性の相

として える必要があるという が得られた。また 年 性の性行動の特 として 受動的で

ある 性との相 によって を受ける 他の 性との相 によって を受けるという 3 つが

あげられた。 

 

キー・ワード 性行動 性的 求 セ ス 年  

 

I  

1． 年の性 動に い  

 90年代 から2000年代 にかけて

年 で性行動の活発化が られたが 年で

は 一 して多くの性行動において の

が られ 年の性行動が 活発化していると

指 されている（日本性教育 （2019）など）。

しかしこれは 90年代や2000年代の性行動が

に活発であり 20 30年 の に ったとも

いえる。加えて や 間 が大きくなって

いることも指 できる。1990年代以 性行動に

おける が していたが 2000年代生まれ

ではそれ以 の 代と べて ー キス 性交

において 子 行の が 立っている（

2019）。また 子では性的な事 に関心がなく

もない者が増加し けているが 関心はない

が はあるという者も増加している（ 2019）。
このことから 年の性行動は 活発化しつつ

も 化が進 性行動や性 における性 が

在化し 一部の における性行動が 年 化し

ているといえる（ 2019）。 
そこで 本研 では日本の心理学関 にお

ける 年 の性行動についての 見を 観し そ

の や課題について べる。さらに 性行動に

ついて新たな 相が られた 年 性の性行

動に して考 する。 
 
Ⅱ と の概要 
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1．  

 j-stage において 性行動 で検 すると4409
件 性行動 心理 では1600件 性的 求

で検 すると311件 性的 求 心理 では187
件 セ ス で検 すると1514件 セ

ス 心理 では607件 性行 で検 する

と2465件 性行  心理 では703件 性

的 求 では311件 性的 求 心理 では187
件が した。その から 事 や ン ジ

ム スター発表などを 外とし また本研

に直 関係のないものを いた81本の論文を

とした。 
 本研 の 外とした論文には 者や

年など 年 以外の性行動を検討した論文や

などによって性生活に がある者の性行動に

ついて検討したもの ジ ン ー・ ン ィ

ィや性役 といった性に関する を 定

するために 性行動に関する を だ 度を

し 性・ 当性などを検討した論文など

が まれた。 
 
2． の  

 ま は とした81本の論文が発表さ

れた年代について 1に す。90年代から2000
年代にかけて 多くの論文が発表されたことが

かる。 
 

 
1 表 た年代に い  

 
 

3． の  

 とした81本の論文は 生と性教

育 や と性 力 の

4 に することが 来る。これら4 の

を表1に す。 
 
表1 の  

本 （本）

生と性教育 25
家族 19

した性 動 23
14
81  

 
生と性教育 には 学 や 学 に

おいて どのような性教育が有 なのか 生 ・

の がどのような性教育を ・学 にお

いて必要としているかなどの性教育に関する論文

や などの性 を ための ン ー

ムの使 に する 度や を検討した論文が

まれる。 
や には 観や生 をめ る

などを検討した論文と や な

ど の ラ をめ る 化や反 を検討し

たものや や 後の の性生活を検討

したものなど ・ に関 る論文が まれ

る。 
と性 力 には 行 年や援助交 を

行う 子 生などのセ ュ リ ィについて検

討した論文や 間の性 力や大学におけるセ

ュ ・ ラス ン について検討した論文

が まれる。 
には 大学生などの 年 における

に を す要 などを検討した論文や

関係に する ・ の考えを検討した論文が

まれる。 
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以 では それ れの における 見をまと

め 後に 後の課題や について また 年

性の性行動の特 について考 する。 
 

Ⅲ 域にお る 見と課題 

1． 生と性教育 にお る 見と課題 

 生と性教育 の には 性教育に関する

論文と 生に関する論文が まれる。 生に関

する論文では ン ームの や使 に して

を す要 を検討するものが多い。 ・

（2009）は 大学生の ン ーム 行動に

す およびその発生 の検討を行い

性は の な振 い方が からないこと

から 性は 行動を行うことは自 の 一

を するということから が発生し

ていることが かった。また ン ームを使 ・

使 を交 する は 性は他者からの ましく

ない 的 の から 性はその に

おける振 い方が からないことから が

き こされていることが かった（ ・

2010）。さらに これら ン ームの や使

に関する行動について 行動の 得に るま

での セスを す理論的 である 容ス

ージを いて との関 について検討を

行ったとこ ン ームを実 に している

は していない に べて ン ーム

時にあまり かしさを ていないという

が得られ が ン ーム の実行を

する大きな 数の一つであるというこれまでの

見と一 した（ ・ 2010）。 
ン ームの使 では他に 性 予 に

する や行動 が ン ーム使 の有 を

予 し（ ・ 2008） 性 の予 に

する行動 を めることで ン ームの使

行動が 進する 性も指 されている（

・ ・ 2011）。 的には ン ーム

の使 行動に する自 力 を める 教育

などが有 であると考えられる（ ・ 2011）。

しかし 大学生と 者で や性 に

する に はなく 者自 の も で

はないことが かり 者に する性教育の必

要性も指 されている（ 他 2003）。 

 一方で ン ームの使 を する要 とし

て 特に 性では性行 数が大きな を

していることが らかになっている（ ・ ・

2005）。 性においては 性行 数が多

い方が ない方より ン ームを使 していな

いという が得られた（ 他 2005）。 ン

ームを使 しない 性は 外 や 内

によっても 自 が しなかったことに い

て 自の を形 し ン ーム 使

を定 さ ることが かった（ 他 2005）。
性に特有の子 が は 性行 によって

する スが主な であることが かってい

る（ ・ 2013）ことからも 予 の

い ン ームを しく使 することは重要であ

る。また子 が は ンを すること

で予 できるが 子 生の予 ン に

は の 見や 時間や を するなどの

題 に向けた 整力が を している

（ ・ 2013）。 
 性教育に関する論文には 学 における性教育

と における性教育それ れの 題点や課題を

検討したものが まれる。 
 学 における性教育では 文部 学省が学習指

導要 （2017年）において 性教育 としての

定はしておら や理 育な

どの で性に関する内容が 時 れている

であり 学 によって が生まれている（

・佐 2006）。また 的なカリキュラム

が 在 在の性教育はセ スに関する

学的 の が 心になっている（ ・大 ・

2011）。そのため 心の びつきに関する

内容が しており 間関係 に関する教育

が であるため 学だけでなく 格にも

点を当てた性教育を行う必要があること（長
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1992） の教 では 性のラ フ ース

を自立か かのように 立的に かれているこ

と（ ・ ・ 1983）などが指 されて

いる（ ・ ・本 2006 他 2011）。 
さらに 性 によって性教育の内容や学習の

度に が られ 教 の多くが 性であるこ

とや 性の と生 との関 は されやす

いこと（ 2010）などから 子 重の性教

育が行 れている（ ・ 本・ 2002）。そ

れにより 子は な を得ることが 来

学 の性教育は役に立たないと る者が多い

（ ・佐 2006）。一方 子では 生 との

関 を して や について重点的に教育

されることから を て 主 的になり

性行 を 定的に えるという指 もある（

・佐 2006）。 
 における性教育では は子どもの性に

する関心や 求を 定しがちであり 子どもとの

間では 関係や性に関する事 は 題にしにく

いため 受動的な姿勢であり 性に関する 題に

向き う ら しさなど（ ・ 2010）
が での性教育 のとり を しくしてい

る（ 1997）。性に関する事 を 題にする

こと の は 子どもに する に って

のことではなく 性 の である の間にお

いても同 であり 一 的な をよくしている

でもセ スについての は しいという

がある（ 2003）。また 学 でどのよ

うな性教育が行 れているのか から 者間

の が していることが指 されており（

・ 2010） これも での性教育を し

くしている要 の1つであるといえる。 

 

2． 家族 生 にお る 見と課題 

 この における論文には に関するもの

と に関するものが まれる。 

 に関するものでは 年の 生 の な

どを受け 性の 観や生 観について し

た （2015）によると には するとこ

がなく まないことによって自 の生 を

かにしているという 観を っている者は 生

から れている といえるような 相にあ

ることが 認された。もし 性が まないという

をしても 生 にかか る属性を できな

いという自 が 性たちに しており な

題を き こしていると （2015）は指

している。そのような特 を つ 性の に

おける生 性や性に関する は その他の

と同 に上の 代から次の 代 と受け がれる。

特に さや受容といった 的な びつきが

い な 関係では 性や生 に関 る

が に されていることが かった（ 他

2007）。 

 また 代の日本 のもつ 性性の ージに

ついての （ 他 1996）では 性性と

性性では パターンは なっているということ

が かった。 1の特 として 性性の さ

に して 性性ではその反 である さ

が げられており 2つの には相反する内容

が まれていると考えられる。 2には 性性

には反 の性である 性性と共 した があげ

られていたが 性性の に られる には

性性や 性性と共 するものはなかった。 3に

は 性性の に げられた には 外観的要

を ものが多いのに し 性性の に げ

られた では より 的要 が いものが多

いということが かった（ 他 1996）。さら

に 性性 性性 性性 性性の4つの

ージ を見 すと 性性 性性 性性

の ージは 共 して 間にとって向上的

的とすべきものであるのに して 性性の

ージは し 間としての 長を する を

受け 一 の 性が に 性性と 性性の 方の

特 を 備えるのは 本 的に しい課題であ

ることを するものと れる（ 他 1996）。 
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に関 する論文では や 後の性

生活について検討したものと で

をしない・ しない の 定に関してや

パー ーとの関係の 化を検討したものが ま

れる。 

間の性行 は 性 性 生 性とい

う がある（大 2016）が における

性の 度と認 では 表 や ュ

ケー ョンの と認 するものは に が

なく多いが の方が有 に 性を認 してい

る（大 ・ ・ 2002）。これらの認 や

度の は 性行動の 求レ にも を

しており の大 が する性行動 求レ

は キスをする までとしているが は

セ スをする が 30%以上であり

性 の 向が い（大 他 2000）。よって

性は に性に を きやすく（ ・

重・ ・ 内 2005） に性的 力など

を だ ス ィ ・ レンスにつな

がる 性がある。 なDV を受けた は

ー ー の 度が い ー

が ない が い の があ

るといった要 となら で の を める

（ 2017）という指 があることからも

が必要である。さらに 度が い は

的なス レス反 があることも かっており

（関 2005） 後における性生活

を 的に える 点も重要であるといえる。 

 一方 によって を しない

ことを 定するカ も 在する。その 定に

しては その時の や いの有 パー

ーとの関係 相談者と相談内容 定までの相談

な が得られたか 当事者が 得し

て 定しているかなどの を得て セス ン

することが重要であり（ 部・大 ・ ・

・ 2000） 後に が多

く生 ている けではないが 生理の を え

る者は多く 的・ 的 担が予 されるこ

となどをしっかりと えることも重要である（

1974）。また を しようとしている

10代 性が することを で関 り

役 を一方的に し けてくる 師に ったと

いう もあり 臨床の で 見をなくし

に することが求められるは が 実 できて

いない も らかにされている（ ・ ・

2007）。 

 また の 勢から となって日本

に する 性たちのリ ィ スに

ついても する必要がある。 の 性 と

いう立 は に く とつながりたいという

いからの 動的な性行動をしてしまう 性が

いが 見や なく ー スが受けられる

・ 関は だに に されているとは

いえない（ ・ 2014）。 たちのリ

ィ スを向上さ るための

ラムの 定や を行い 検討を重 ることが必

要である（ ・ 2018）。 

 

3． と性 にお る 見と課題 

この における論文には 行や 力 援助

交 などの といった した性行動につい

て検討したものが まれる。 

 子 行 年のセ リ ィについて し

た 本・大 ・ 部（1998）によると 行 年

の性的 の は が多く 性的 は

いが性行 は いという事が かった。 行

年 は 的な を ち 性 に する自

も いことは ・ （1992）における 見

とも一 するが から性的 を得ることが

多いことは に する。性的 と性

行 性について した ・ （1999）
は 性的な ィ の 度が いことが

性 を 理化する性 を形 するのでは

なく や との 交 が しているこ

とを らかにした。 交 を して性 が

進されることもあるが そこで った が ま
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らないよう すべきである（ ・ 1999）。
以上から 行 年たちは との性的 の

交 を して 性 を形 しやすいという

ことが考えられ 性 が 実 の性 に

びつく 性も指 されており が必要で

ある（ ・ 1999）。 

 性 の でも レ を 理化する っ

た をレ と （大 ・ ・ ・

上 1985）が レ を ている 性が

多いことから レ 自 が 性の性に

らかの重要な役 を たしているのではないかと

考えられ また 性の でも特に性 がある

性がレ を ていることから レ

は性行動の一 であるという指 もできる

（大 他 1985）。 

 一方で レ 者に する大学生の 度を

定する要 について した （2013）は

主 的性役 観が い 性は 者に

があるとは ない 向にあり に 主 的

性役 観が い 性は 者に があると

る 向にあることを らかにした。このように

主 向性などの要 と しあって レ

が性 者に 定的に くこともある。 

 また 子 年による で も多い に

ついて検討した （2008）によると を

した 子 年は を自 の附属 のように

う 向が く そもそも が からない ど

うしようかと でいるうちに する 間が

る が多いという。 した直後は に

れないように 特に に れたら しま て

しまうと し その で を してしまう

ことが かった（ 2008）。 

 に関する論文では 子 年の性的 行

動である援助交 について検討したものが まれ

る。 他（2001）は 援助交 を と き

えに 一 の性的行動（ につきあったり

ー をしたり 性行 をすること）を行うこと

と定 している。 と き えに性行 を行う

という点は 従来の と共 しているが 性行

以外の ー なども まれる点が特 的である。

援助交 を行っている者は はしたくない

などの を く一方で それにより得られる

し い はしたくないなどと

ている（ ・ ・ ・ 見 1997）。そ

ういった援助交 を行う たちは 一 的な

と 行 年の間に 置する であり や

性行 に する 容度は一 的な と いはな

いが ンパされてお をもらう事などに する

容度は く 行 の り に立っているとい

える（ 他 1997）。また 行 内容が で

ある一方で それにより得たお の使い が

代や 代と他 なく り いであることも

指 できる（ 他 1997）。援助交 を行う

たちは 学 が く 他者から められた

い 他者より 立ちたいと う 向が い（

他 1997 他 2001）。 で く 性

にとっても 学 生活を して得た同

ー は になっていることが かっており（上

間 2015） 学 での が 年 性の性行動

に大きな を えていることが かる。また

の援助交 を いたことのある者は 援

助交 に して 容的な 度を取ることも か

っており に援助交 を行っている者がおり

それを見 きするという も援助交 の ー

を げ 進する要 といえる（ 他

2001）。 

また 援助交 者は 的な 者

との相 の をもた に 習化に る（

2010）。 ンター 上の などが代

替 になりやすく 的ではあるが 援助

交 をめ る な学習や 当化・ 理化の理論

的 に活 されるという点で 的な 者

の代替的 を たしているといえる（

2010）。 生は 電 を よりも ン

ター ー として いており（ 2015）
ンター は 年にとってより な 在に
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なっており そこから き すことは な課題

である。つまり 援助交 に特 的な 性を

まえた 研 が行 れるべきである（

2010）。 

 一方で を行う 性の について検討し

た 他（2008）によると に 容的な

を つ者は 性的 求が く が

く くもり 求が いという特 を有していた。

さらに を実 に行った がある者は こ

れらの特 に加えて 20代30代に多く と

の 的 が いという特 を有していることが

かった。 

 これらの に関 る論文に加えて し

た性行動に関 して ン や における

ラフィについて検討したものもあげられる。

ィ における 性表 について検討した

・ ・ （1993）によると 性の表 は

や生 などの性的 の の度 いとい

う 一の観点からの されているのに して

性の表 は多次元において することができ

た。つまり ィ の で 性は性的 求の

として される 向が いことが かる。

また ィ に する 性は 年代に して

いる一方で 性は い年代に っている（

2001）。さらに ィ の の性表 は キス 

ィン   性交という一 の れから

され 性の生理的動 を し 性の動 を

または性行 の として 性が を得

るというような表 が多い（ 2001）。 

 と性 力 に関 るものとして さらに

パー ー間で こる 力について検討した論文

があげられる。配 者やパー ー間で こる

力では と が びついているとする

観を つ者は 子どもを ために 方ないとし

て 相 の が進まないのに性行 を行うなどの

力を容認し 容 が くなりがちであると

指 されている（長 ・ ・ ・ 2005）。 

 配 者間の 力に加えて 年では 年 の

のカ 間の 力である ー DVも 題に

なっている。 ー DVは 性が加 者 性が

者という従来の ス ィ ・ レン

スとは なり とも加 者・ 者の 方を

する加 ・ の 方向性が特 的である（

2017）。これらの ー DVに関しては 交

がない者の方が また 性の方が認 して

おり ー DVに する認 の い者は 力だ

という認 がないままパー ーとの間で ー

DVが り返されていると考えられる。さらに

従的な 力は 力が 在化しやすく パー ー

からの 表 であると認 されやすい。そのた

め 交 のある の認 が かったと考えら

れる（ ・ 2019）。 

 こうした行 に する認 の りは セ ュ

・ ラス ン に関 する 題でも られる。

性はセ ュ ・ ラス ン に 当する行

を 性に する し や の ちから生

たものであると った をしやすい（

2000）。特に 性に を っている

ど また 性の性的 力に し やかさに

しない どセ ュ ・ ラス ン を行う

性が い（ 2000）。さらに 日本にお

ける ラス ン は 文 や で され 行

で されないという 題がある（ ・

2016）。これは の 事としては 関

あるいは と なされる日 生活での 性

の性役 を での役 にまで 大してしまう

性役 の れ し とも関 するだ う。この

性役 の れ し がセ ュ ・ ラス

ン を生 さ る であるという指 もある

（ 2000）。 

 これらの 力を受けた 性の 者の性 力に

する 度と について した ・ 内

（2001）によると 性 力が 性の心 に える

についてはよく理 されていたものの そう

いった心的外 からの に向けた 的な
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についての理 が いということが かった。し

かし から での ー や ュ ケ

ー ョンを受けることで い めを受けた 者

が の性 などの性的リス を できるこ

とが かっており（ 2014） 者を め

た の 間が心理的な ー を行うことは重

要であ う。 

 

4． にお る 見と課題 

 この に まれる論文では 性間の に

ついて検討したものが まれる。 

 代の の 相について 記事の から

検討した 本（1998）によると かつては が

の ー であったが 1990年代 からは

の セスについて かれた 記事や

以上 が心 よい という言 が多くな

ったという。また 者たちは 外的な 件より

も主観的・ 的 件を重要 し 外の との

つながりを つことで を に して

したものにする。こうした関係の 他性は

時にパー ー以外の ー を上 く活 す

ることが 来 を招くこともある（相 ・

内・ 2003）。以上から 代の 者は

においては より セスを重 し 員が

ター にこもるという特 を ち（ 本

1998） は間主観的なものとして認 されて

いる（大 2014）。そのため 性の なの

か なのかという関係性のラ が重要になり

（ 1991） 関係の進 とともに 的な

よりも 的な が まる（ 1993）。この

ような特 をもつ 関係では 性の ス が

性の となり 性の ス が 性の に

なるという相 性を つ（ 1994）。 や

の交 は相 である一方で や は

性から 性に えられるという特 がある（

1994）。これらの 的な の交 は 性 にま

つ るス レ タ 的な であるセ ム

とも関 がある。 性では 性に する 的

なセ ムが長 的な 関係に する 求を

め 性に する 的なセ ムが外見的

力と 力 内 性を重 する 度を めていた。

一方 性では 的セ ムと 的関係

求 的セ ムと長 的関係 求にそれ

れ関 が認められた（ 2007）。 

 性 は他にも 的な 性との相 に

し や を る 向である 性 に

おいても られる。 性では以 の自 との

によって 性では同年代他者との によって

された 指向の さが 性 とより

く関 していることが された（ 重 2000）。
性は助力 求が く の 間によって

が を受ける（ ・ 1985）ことからも

性の において の 間は重要な役 を担

っていることが かる。また に関する

は であり は1 ではない（

2016）。さらに 性の方が が く 関

係を さ ようとする ン も

い（ ・ 1985 2014）。また

とセ スをする理由にも性 が られ 子

は 自 の性的な や 求を たすために性行

をする反 子は からの求めに て

性行 をすることが多い（ ・ 2017）。 

 

  

本研 では 年 の性行動についての 見を

観したが 以 では性行動に関する研 の課題

や について べ 年 の 性の性行動の特

や課題についても べる。 
 
1．性 動に い 題に る際の  

 日本において 的 を行うための 度

を 発した （2001）は 定 として

セ スの 数をた ているが これについて

は 発 ームのなかでも 見が かれたという。

また ン ームを するという も 性交

と直 した性的 の 的な一形 として
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置 けられており（ ・ 2009）
を される 性もある。このように 性に

関することを 題にするということそのものや

それが性的 に直 することから が 在す

ることが かる。よって 性行動に関する研 を

行う 者の にもそのような を く

る者がいる 性があり 教 の 方や 方

において に配 する必要がある。 

 

2．性 動の 文化的な  

 間の性行動は生 的から行 そのものが

的化し の 性 は生理・生 学的なものを

としながら を動 け を する

という 生理的な もある（日 2008）。そ

のため としての性行動における は

的に大きな を える。 きこもり の生

き らさの りに る性 について考 した

（2015）では があることで もセ

スもできないと く い きこもってしまった

性や が 来たことで自 を取り した

性の性的 に関 した りが られる。また

の によって 的な の に

加え 心理・ ・ 的な における

さを える（ ・ 2017）と言 れて

いる 者は 生 よりも 性生活そのもの

に や を いていることが指 されている

（ 他 1979）。 者が性生活を る上

では 自らの性的 求を充 することなど

が性生活における 的が できていることに加

えて 自 が 者から性的 在として認められ

るのかどうかも重要な要 であることが されて

いる（ ・ 2017）。以上から 間の性

行動においては 生 性ではなく性行動をできる

ことそのものに があり また 他者から性的

な 在として認められることが重要であるといえ

るのではないだ うか。特に 年 は配 者

得動 が まる時 （ 2017）であり で

も性行動が活発になる大学生（ 2000）では

性行動における が大きな を つと さ

れる。そのため 性的 を する や

から するための が必要なのではないか

と考える。 

 

3．性 動の に る性  

性 によって性行動には な いが られた

が 倫や 性交などに関する性 が 性

によって なる を すことで 行動に い

が られる 性が考えられる。例え 生

の性 について した 他（2002）によると

子は 子に べて 倫・ 性交などを容認す

る が く さらに 性の 倫・ 性交は容

認するが 性の は容認できないという 重

を っていることが かった。このような

子の から 性について 子は 定的な

ージを っている者が多いのに し 子は

定的な ージを つ者が多くなっている（ 他

2002）。 で なる を行い それ れの行

動の を 指すことも重要であるが その 後

にある性 そのものについて いなおす必要が

あるだ う。 
 
4．性 動 性と 性の とし る 

 性行動は性に する 的な が なる 性

と 性の相 であることから カ を

として 的に える必要があるのではないだ

うか。特に ・ においては いくつかの

論文ではすでに られている（例え

（2013）など）が 間で が されやす

いこと（ ・ ・ ・ 2007）などか

ら だに ・ は 性の の 題としてと

らえられやすい。その理由として 性は

でも との びつきが く ン ィ

ィは に して られ 特に は と の

関係において重要性を びているということがあ

る（ 2007）。これにより 性は や

を自 が り めない であると ている
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性があるのではないだ うか。しかし 自

によって を できなかったカ で

は 自 後に 長・ や な関係のさ

らなる向上といった ジ ィ な 化もあれ

関係の といった ィ な 化もあること

が指 されており（ 上・佐 ・ 2006）
カ を として関係性における ジ ィ

・ ィ な 化を 的に える必要があ

る。 

 

5．青年 性の性 動の特 と課題 

 以上の性行動に関する 見の考 を まえて

年 性の性行動の特 と課題について べる。 

1つ の特 は 性は性行動に して受動的

な 向にあることである。これは 子は

からの求めに て性行 をすることが多い（

・ 2017）ことや 性に して 定的な

ージを つ者が多い（ 他 2002）ことから

かる。また ・ をするのは 性の であ

り 性に関 する 題については が

に を 受しているとはいえない（ 他

2007）ことからも 性は性行動に関して受動的

になら るを得ないという 性も指 できる。 

2つ の特 は 性からの が 年

性の自 受容に大きな を すということで

ある。 間の性行動では 性的な 在として他者

から認められることが重要であることが かった

が 性の においては における 性

の 的な 化が 性を とする他者からの

や反 を き す という で 性を び

ており そのことが 性的な 在 である自 の

受容のあり方の性 を 定する（ 部 1981）。

つまり 性は性的自 を他者の 特に 性

によって形 する 向があるといえる。このこと

から 性の性行動には 性からの が

を していることが かる。 

特 の3つ として 性に加えて他の 性も

性の性行動に を すということがあげら

れる。 性の において の 間は重要な役

を担っていること（ ・ （1985）など）

や ・ において との関 りが大きな

を えていること（ （2007）など）から

の他の 性も 性の性行動に を して

いるのではないだ うか。そのため カ を

として性行動を 性と 性の相 として

える 点だけではなく 性同士の相 が

性の性行動に える も検討する必要がある

のではないかと考える。 

 

文  

 ・   (2008). 大学生の性 予 に

する と ン ームの使 との関係

度の 発と予 性の検討  日本公 生

55 306-317. 
 ・  代 (2011). Health Action Process 
Approachを いた大学生の ン ーム使 行動の

検討 心理学研 24 9-21. 
 ・  代・   (2011). 性 の予

行動 度の 発 日本 教育学 19
3-14. 
 子 (2013). を受けるカ のパー

ー 度の 発 性と 当性の検討

 日本 学 33 14-22. 
  (1992). ィ に見られる性表 と

 年心理学研 4 16-21. 
 大資 (2015). 生の性行動と 電 使 との

関 について 日本 学 24 130-137 
  (2000). 大学生の性行動とセーファーセ

スの実行に関する研  日本 学 9
45-50. 

長  一 (1992). 電 相談に れた 年の性 年

心理学研 4 10-15. 
長  ・  子・  たき子・   

(2005). 方 における配 者・パー ー間の

力 とその関 要  日本公 生  52
411-421. 

 研 ・  ・  一 (1979). 
者の性の実  33 514-517. 

部 子 (1981). 性 相 在としての と

  
  (2019). 化する性行動の発 セスと

年 の 化 日本性教育 ( ) 者の性

8 年の性行動

(pp.29-46) 学  



  子・  一 日本の心理学関 における 年 の性行動に関する研 の動向と 年 性の性行動の特 に して 87
 

 ・  子 (2009). ン ーム 行動に

す およびその発生 の  心理

学研 25 61-69. 
 ・  子 (2010). ン ーム および

使 に関する行動の 容ス ージと との

関  心理学研 81 234-239. 
 ・  子 (2010). ン ーム使 ・使

交 行動 に す およびその発生

の  心理学研 26 151-157. 
日   (2008). 年と性行動 論文 大学

生の性的自 性的リス と性交

との関係 の 見論文  年心理学研 19
105-108. 
 子・  子 (2017). にある

者の性的 在としての自 に する け 日本

研 学 40 813-822.  
 かり・  子 (2014). 日本における

性のリ ィ スの  日本助 学

28 250-259. 
 理 (2010). 学生・ 生の 観・ 観と

その文化的  代 学研 23 1-18. 
 ・  ・  子・ 見 有  (1997). 
ー ラ に りする の実 と性  
心理学研 35 29-40. 

 子・  ・  ・  ・日  ・

 子 (1996). 性性に関する心 学的研  
( 1 ) 代の日本 のもつ 性性の ー

ジについて  心 学 36 467-474. 
  (2015). きこもり と な関係 学

論 66 480-497. 
 紀子 (2001). 日本 General Social Surveys 
(JGSS) と 定  学研 12
261-270.  

本 ・大  代・ 部  (1998). 子 行 年

のセ リ ィ 行動・ ・ からの一

考  心理学研 36 23-32. 
 子・ 重 かり・  ・ 内 子 
(2005) における ス ィ ・ レ

ンス 日本公 生 52 785-795. 
 子・ 内 子 (2001). 者のもつ性 力に

する 度と  日本助 学 15 14-23. 
 ・  ・関   (2007). 
を受けた 性の内的  20代

性の ータから  性心 学 12 317-326. 
 子・ 本 子・   (2002). 内

の 3 における性 ・性行動  日本 生

学 56 664-672. 
 子・  一 ・  公子 (1983). 教育

における の教 化に関する研 (II) 
子 生の認 の実  日本教 教育学

8 49-55. 

 子・   (2013). 子 生における子

が 予 ン セスに関する 的研

 日本 教育学 21 294-306. 
 日  (2008). 子 年による の研  

学研 33 157-176. 
  (2014). 関係における ・

ン 度の  パー リ ィ研 22
199-212. 
 ・  いのり (2017). 大学生が とセ

ス(性行 )をする理由とセ ス(性行 ) 度・

関係 度との関  年心理学研 29 24-42. 
 子 (2017). の 関 要 と 性

役 の同一化および ー ラ の

 日本助 学 31 23-33. 
  (1993). 行動の と  心理学研

64 335-342. 
  (2014). 性い め 者の性的リス

からの ー の役 に 点をあてて  日
本 ュ ケー ョン研 42 51-78. 
  (2017). ー DVにおける加 ・ タ

と加 者の特性 教育カ ンセリン 研 8
1-11. 
 ・   (2019). 大学生の ー DVの

認 と から相談を受けた時の  文理大

学研 紀要 97 31-38. 
 子・   (1992). 行 年の性 ・性行

動とその  心理学研 30 61-77. 
文部 学省 (2017). 学 学習指導要  

 ・大  一・   (2011). ・ 学

の教 における性教育 心 学 7
26-33. 
 ・佐  子 (2006). リ ィ ・

ス / ラ の 点から た性教育 間関係学研

13 19-28. 
  (1991). 大学生の 性関係における と関

係 の 定 に関する研  実 心理学研

31 132-146. 
  (1974). の 方 に関する

生学的研  日本 生学 28 548-573. 
 由 理 (2010). 援助交 者の キ リ

 教育 学研 87 5-24. 
 ・  子 (2016). 日本の大学における ラ

ス ン 関 資 から見えた特  代 学研

29 43-61. 
日本性教育  (2013). 者の性 8

年の性行動  学  
  (2017). 性 と 的認 および 的行動

の性  心理学 論 60 23-48. 
 子・  子・  文  (2007). 10代

性が を するに った  日本助 学

21 17-29. 



88 お の 子大学心理臨床相談センター紀要 21 号 2019 年  
 

 由紀子・  理子 (2010). での性教育にお

ける の たすべき役  日本助 学 24
333-344. 
  (2016). が する な関係性

をめ る自  学 論 67 2-20. 
  (1994). 関係における 的交  
実 心理学研 34 82-91. 

大  けい子・  理子・  子 (2002). 
の性生活 とその の性の認 と の

 性心 学 7 220-225. 
  (2013). レ 者に する大学生の 度

を 定する要 性役 観とレ に する認

 心理学研 51 13-27. 
大  一・  ・  由・ 上 子 (1985).

レ と性  心理学研 23 1-12. 
大  佐 (2014). 者たちにとって とは か 

研 年 39 109-127. 
大  ・  ・   (2016). の性生活

に関する 教育を行う助 師の 行動に

する要  日本 学 36 64-70. 
 文 (2007). セ ムと 特性の関 性の検

討 心理学研 78 390-397. 
 ・  ・  ・  一・上  由
子・  代子・  充子 (2001). 子 生に

おける 援助交 の 要  教育心理学研

49 167-174. 
関   (2005). 度と 後ス レス反 の

関  日本助 学 19 19-27. 
部 子・大  けい子・  子・  有子・

 子 (2000). を 定するまでの

と心理的 化 性心 学 5 190-196. 
相  ・ 内 ・   (2003). ・ 関

係における 他性がそのパー ーとの 時の

行動 に える  実 心理学研

43 75-84. 
 子 (1997). における性教育の と課題 
日本 学 48 267-277. 
 子 (2003). の性 が性教育に す  
日本 学 54 59-67. 
 ・  子 (2018). 日本在 の 性に

するリ ィ ス向上をめ す

ラムの と  日本助 学 32 37-48. 
 ・  ち る・本   (2006). 生にお

ける性行動と性教育に する ー  生 72
215-224. 
 ・  ・  ・  ち る 
(2007). 内 子大生における性と生 に関する

と 関係の関  生 73 60-69. 
上 ケ 子・佐  ・  子 (2006). 自
後の が た関係 化とその要  日本助 学

20 8-21. 

 一  (2000). 日本 セ ュ ・ ラス

ン 性 度についての検討 セ ュ

・ ラス ン に関する心理学的研  
心理学研 16 13-26. 
 子・  ・  ・  ・ 上 
子・佐  ・   (2003). 大学生

者のHIV / STDに関する  日本 学

5 76-81. 
 けい子 (2015). 生 から れている の

学的考  日本助 学 29 35-47. 
本  (1998). 代的 の 相 学 論 49

286-301. 
 ・   (1985). 大学生の と 性交

 心理学研 56 288-291. 
重 一 (2000). 年 における 性 と 性

行動の関係 性に する 指向に関する他

者 ・ 時的 の役 を 心に  心理

学研 15 189-199. 
 ・  ・   (1993). ス ィ

における 性表 の 一次元性 ィ

における ン と ラ の  心理学

研 8 1-8. 
上間 子 (2015). で く 性の ー

と学  教育 学研 96 87-108. 
 代子・  ・  ・  一・上  由
子・   (2008). 性の 行動 び

容 の 定 の検討 心理学研 79
215-223. 
 ・  子・   (2005). 方A
子 生の ン ーム 使 に関する相

セスの研  日本 学 7 121-130. 
 進 ・   (1999). 性的 と性 行

性 性 を として  心

理学研 37 15-28. 


	心理臨床相談センター紀要 第21号 2019（納品）.pdfから挿入したしおり
	2100　巻頭言
	2101　伊藤
	2102　早川
	2103　永田
	2104　中條
	2105　鈴木・石丸
	2106　半田・伊藤
	2107　山口
	2108　森・石丸
	2109　活動報告
	2110　研究会報告
	2111　相談室員業績目録
	2112　心理相談受託規程
	2113　投稿および編集規程
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ


